
福
岡
。鴬
手て
嘘
遺
跡

（卜
飢
燿
ノ埓
期
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
四
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
②
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

４
　
調
査
担
当
者
　
学剛
田
義
人

。
梅
崎
恵
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
堀
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
手
町
遺
跡

（小
倉
城
外
堀
跡
）
は
、
響
灘
に
注
ぐ
紫
川
の
左
岸
、
勝
山
丘

陵
上
に
位
置
し
、
標
高

一
一
ｍ

に
立
地
す
る
。
細
川
忠
興
に
よ

り
慶
長
七
年

（
三
ハ
〇
一
し

に

築
か
れ
た
豊
前
小
倉
城
の
南
端

外
堀
に
あ
た
る
。
調
査
区
は
清

水
口
門
と
篠
崎
口
門
に
通
じ
る

堀
で
あ
る
。
正
保
四
年

（
三
ハ

四
七
）
の
絵
図
に
よ
る
と
、
堀

は

「幅
人
間
深
七
尺
」
の
規
模

を
も
ち
、
内
側
に

「土
居
」
を
め
ぐ
ら
し
、
隅
角
部
に
瓦
葺
き
の
櫓
が
配
さ
れ
、

さ
ら
に
内
側
は
空
地
と
な
り
侍
町
が
続
く
。

調
査
の
結
果
、
堀
床
に
岩
盤
を
削
り
残
し
た
障
子
が
検
出
さ
れ
た
。
障
子
堀

が
確
認
さ
れ
た
の
は
九
州
で
は
初
め
て
で
あ
る
。
木
簡
は
、
障
子
が
埋
め
戻
さ

れ
た
後
に
、
堀
外
壁
に
堆
積
し
た
赤
褐
色
粘
質
土
か
ら
、
陶
磁
器
類
と
と
も
に

一
点
が
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
に
か
け
て
の

も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
ち
は
や
村
」

。
「
［日］　
　
一日］　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏω
〉〈］〇
〉〈い　　〇∞Ｐ

上
端
は
面
取
り
さ
れ
完
形
。
荷
札
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
か
下
端
が
尖

っ
て

い
る
。
表
面
の

「ち
は
や
村
」
の
詳
細
は
不
明
。
裏
面
に
は
三
カ
所
に
墨
痕
が

認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

⑪
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

「大
手
町
遺
跡

（小
倉
城
外
堀
跡
こ

（側
北

九
州
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
七
二
、
二
〇
〇
七
年
）
　
　
　
　
（前
田
義
人
）

(小 倉)
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